
     
 

        

＜自立貢献＞ 学：学び続ける  恕：思いやる  錬：鍛える 

                               校 長 西 山  宏 

新年あけましておめでとうございます。宮内中学校としては４２回目の新年を迎えました。昨年

は学校の様々な教育活動において保護者、地域の皆様にご理解・ご協力・ご支援を賜りまして本当

にありがとうございました。人間に例えると４２歳といえば「働き盛り」とよくいわれます。中学

校での「働き」とは？と考えました。生徒には安全で安心した生活の中で、わかった・できた・伸

びた（記録等）・友達と豊かに関わったという喜びを味わわせる働き。保護者には自分の子どもの健

やかな成長を感じられる働き。地域には「おらが学校」として信頼し応援したいと思われる働き。

等だと思います。誰からも「宮内中はいい働き」をしているなと言われるように、２０２３年も教

職員一丸となって取り組んでまいります。 

                                                                    

今年も「書初め」の時期になりました。１２月の教室訪問では生徒が一生懸命に書初めをしてい

る姿に「よし！自分も書いてみよう」となり挑戦してみました。実は小学生のころ書道教室に通っ

ていたのです。だからといって自信があるわけでもありません。国語科の先生にお願いをしてお手

本と筆をお借りしました。今年の各学年の文字（行書で書きます） 

１年生は＜書の文化＞ ２年生は＜満天の星＞ ３年生は＜豊かな感性＞ 

さすがに２年生、３年生の文字は難しいので１年生に決定。（１年生も簡単ではない）集中して、

手本をよく見て、はらい・とめ を意識して。２枚書きました。どちらも上手には書けませんでし

たが国語科の先生に提出をしたところ、校舎２階のＭＴＢコーナーに掲示をしてくれました。金賞

がもらえると嬉しいです。（これは生徒と一緒ですね） 

                                                                                          

昨年末１２月１７日に家族の新型コロナウイルス感染が分かり、濃厚接触者として１２月２２日

まで自宅での待機となりました。喉の違和感、微熱、倦怠感があったようです。報道等で「インフ

ルエンザ流行の兆し」もあったので検査をしたところインフルエンザは陰性。高齢の両親は同居で

はなく、子供は他県にいるので２人だけの生活です。一番大変だったのが食事。冷蔵庫の野菜が無

くなり、冷凍うどん、冷凍チャーハン、ピザ、ラーメン、レトルトのカレー等を食べていました。

近くに住む義姉が買ってきた野菜を玄関先まで持ってきてくれたので助かりました。トイレも別。

食べ終わった食器は洗浄と消毒。本人はしっかりと防止対策を講じていたのに感染したので驚きと

ショックだったようです。「どこで感染したか分からない」と言っていました。そこで再度確認です。

生徒本人はもちろん、同居されている家族に少しでも体調不良（喉の違和感、微熱、頭痛、倦怠感

等）があった場合は学校を休ませてください。発熱した次の日に熱が下がったといって学校へ登校

し、再度発熱し検査の結果「陽性」だった事例が県内で報告されています。必ず医師または専門機

関の指示に従ってください。「このくらい大丈夫だろう」という素人判断はしないでいただきたい。

学校を、生徒を、そして教職員を守る立場の校長として、強くお願いします。 
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＜文化活動・展覧会等の表彰＞主なもの 

○読書感想文コンクール優良賞 中根 悠希、田中 葵 

○北足立支部発明創意くふう展及び生徒研究発表会 

入選 荒井 莉太 

○北足立支部北部班発明創意くふう展及び生徒研究 

発表会 野口 華湖(優良賞)、斎藤 旺汰(入選)、 

赤間 美月(入選) 

○北本ふれあい家族の日 標語部門  

ふれあい家族大賞 高橋 陽向、田中 葵、加藤 美優 

ふれ合い家族賞 高濵 凛音、齊藤 拓大、山口 姫佳、 

後藤 太貴、齊藤 柚香、市川 恵菜、村上 新、 

宮前 聖弥、荒井 莉太、中釜 大耀 

○県立大宮光陵高校主催児童・生徒書道展 

山口 姫佳(仮名の部優秀賞、漢字の部優良賞)、 

高村 涼花(仮名の部・漢字の部優良賞) 

○身体障害者福祉のための埼玉県児童生徒美術展 入選 

林﨑 みさき、片桐 望来、吉田 琴美、田村 隆人、 

木村 優杏、尾崎 友香、田中 葵、青木 由愛、 

望月 優花、市川 恵菜、瀧瀬 美音 

○JA共済小・中学校書道コンクール 半紙の部 佳作 中根 悠希 

○北本市小・中学校美術展 

 特選 佐藤 優木乃、久世 真生、関口 楓 

 入選 安藤 楽人、高橋 陽向、谷口 渚月、宮澤 知穂、武藤 心結、相澤 広澄、浅見 颯一郎、 

片桐 望来、野口 華湖、保谷 梨穂子、横澤 優、吉田 心春、土屋 咲歩 

○中学生の税についての作文 佳作 輿石 杏樹 

○人権作文 学校代表 鷹田 優、新井 煌央、工藤 泉 

 

○北本市ソフトテニス連盟中学生秋季大会 

 男子第３位 相川 陽・馬場 健心 組   女子第３位 大澤 美菜・工藤 泉 組 

 

＜ちょっと周りに目を向けてみよう＞ 

 １２月に地域の方から数件、お電話をいただきました。 

 簡単に言うと、「数人の中学生が敷地の中(家の前や道路上でも)で長い時間おしゃべりをしてい

る」ということでした。 

 友達や仲間とのおしゃべりはとても楽しいものです。これは、中学生でも大人でも同じことでし

ょう。微笑ましいと思えるか、迷惑と思えるか、判断に迷うこともあります。 

 要は、迷惑となるかどうかは場所、時間、声の大きさ等が周りにどう影響を与えているかを考え

られていないときだと思います。いわゆる、周りが見えない状態ですね。これも中学生も大人も同

じです。 

その場所は、人の敷地内ではないか(無断で入ると犯罪ですね)、人や車の 

通行を邪魔していないのか、時間帯は大丈夫か(深夜に外出することは県の 

条例違反ですね)、五月蠅くないかなど、周りは見えていますか。そんな時は 

公園がいいですよ。 

 ちょっと周りに目を向けて、自分たちも楽しい、周りの人も迷惑でない、 

そんな自立貢献の精神を宮中生には身に付けてほしいものです。 

 

1月の主な行事予定 

10日（火） 始業式 

11日（水） 給食開始 

12日（木） 
3年南部テスト 

1､2年実力テスト 

14日（土） 第 5回執行部会 

17日（火） 

～19日(木) 
1年ウィンタースクール 

20日（金） ふれあいデー 

22日（日） 3年私立入試中心日 

23日（月） 3年私立入試中心日 

24日（火） 
表彰朝礼 

新入生保護者説明会 

25日（水） 各種委員会 

27日（金） 2年校外学習 

31日（火） 

～2/2（木） 
3年三者面談 


